
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月５日(木)～８日(日)に韓国の全羅北道高校・完山女子高校・全州第一高校、フィリピ

ンのアンジェリカム大学付属高校の生徒を招き、東アジア-太平洋青少年環境フォーラムを

開催しました。このフォーラムは海外から来日した青少年が日本の科学技術の研修を受け

るという国の支援事業であり、実施した環境調査や実験等の研修は本校が継続して行って

きた河川調査の延長にあるものです。調査と交流を行う実際の活動は１月６日(金)、７日

(土)の２日間で、日本からは本校の生徒のほかに、連携校である追手門学院大手前高等学校

の生徒も参加しました。研修中は、事前に環境調査の研修を行った日本の生徒が海外から

の参加者にサポートを行いました。 

 

２日間の活動のうち、１日目は淀川（天満橋）付近で採水を行い、大阪城で大阪の地理と

歴史について学んだ後、午後から高津高校で水の分析と参加各校の生徒による研究発表会

を行いました。夕方には難波周辺で市内散策を実施し、日本の参加者と海外からの参加者

との間で交流を深めました。 

調査と分析における意見交換や市内散策などを通して交流を持つ中で、生徒たちは海外

の生徒と随分親しくなったようでした。制約の多い中での実施ではありましたが、韓国と

フィリピン、日本の生徒たちが直接ふれあうことができた今回のプログラムをきっかけと

して、生徒たちが互いに対する理解を深め、平和で豊かな未来を創るよきパートナーとな

ることを願っています。 
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